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期
財
政
計
画
を
行
っ
て
い

る
。
定
員
適
正
化
計
画
見

直
し
に
も
取
り
組
む
。

問　

職
員
の
意
識
改
革
に

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

人
事
評
価
南
相
馬
市

制
度
の
平
成
28
年
４
月
１

日
導
入
に
向
け
取
り
組

み
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
市
民
生
活
の
満
足
度

向
上
に
繋
が
る
よ
う
職
員

の
意
識
・
行
動
改
革
に
努

め
る
。

問　

職
員
が
市
民
の
視
点

で
考
え
、
自
発
的
に
提
案

し
、
そ
れ
を
評
価
す
る
職

員
提
案
制
度
の
考
え
は
。

答　

職
員
提
案
制
度
は
、

組
織
の
活
性
化
に
繋
が
る

こ
と
か
ら
積
極
的
に
行
い

評
価
に
結
び
つ
け
る
。

問　

合
併
か
ら
10
年
を
迎

え
る
が
、
復
興
総
合
計
画

を
実
効
性
あ
る
も
の
と
す

る
た
め
平
成
22
年
に
策
定

し
た
「
行
政
改
革
大
綱
」

を
策
定
す
る
考
え
は
。

答　

大
綱
よ
り
も
復
興
を

優
先
す
る
が
、
大
き
な
柱

で
あ
る
「
行
財
政
改
革
」

「
財
政
計
画
」「
定
員
適
正

化
計
画
」
に
つ
い
て
は
、

復
興
総
合
計
画
の
中
で
指

標
を
定
め
実
施
し
て
い

く
。
ま
ず
は
、
20
㎞
圏
内

の
再
生
を
最
優
先
課
題
と

し
な
が
ら
、
全
体
と
し
て

の
行
財
政
改
革
を
進
め
る

考
え
は
維
持
し
て
い
く
。

問　

復
興
総
合
計
画
で
は

計
画
的
な
財
政
運
営
に
努

め
、
中
長
期
財

政
計
画
策
定
と

進
行
管
理
、
財

政
状
況
を
公

表
す
る
と
あ
る

が
。

答　

財
政
運
営

は
10
年
間
の
長

問　

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
は
、
重

要
と
捉
え
る
が
取
組
み
は
。

答　

セ
ン
タ
ー
建
設
に
あ

た
り
作
業
療
法
室
、
運
動

療
法
室
、
言
語
聴
覚
室
、

水
治
療
室
と
小
児
エ
リ
ア

を
整
備
し
、
ス
タ
ッ
フ
35

人
体
制
で
リ
ハ
ビ
リ
365
日

体
制
を
目
指
す
。

問　

北
新
田
運
動
場
は
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
等
に
お
い

て
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い

る
が
ト
イ
レ
機
能
が
充
実

し
て
い
な
い
。
男
女
が
同

じ
入
口
と
い
う
の
は
他
に

な
い
。
機
能
充
実
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

南
相
馬
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
に
基
づ
き
、
新

た
に
男
女
を
別
棟
に
分
け

る
な
ど
の
整
備
を
予
定
し

て
お
り
、
整
備
に
必
要
な

実
施
設
計
を
終
え
、
間
も

な
く
工
事
を
発
注
し
、
年

度
内
に
利
用
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
る
。

問　

公
用
バ
ス
利
活
用
に

つ
い
て
、
車
両
管
理
規
制

等
に
基
づ
き
運
行
し
て
い

る
と
思
う
が
、
実
績
を
見

る
と
矛
盾
し
て
い
る
が
、

対
応
を
伺
う
。

答　

各
種
団
体
等
が
公
用

バ
ス
を
使
用
し
た
研
修
の

日
程
を
調
整
す
る
場
合
は

平
日
、
金
土
、
日
月
の
開

催
と
い
う
よ
う
に
配
慮
い

た
だ
く
と
あ
り
が
た
い
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
柔
軟

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　

中
学
校
の
部
活
動
で

部
員
が
足
ら
ず
に
、
大
会

に
出
場
で
き
な
い
問
題
に

つ
い
て
、
伺
う
。

答　

主
催
で
あ
る
中
学
校

体
育
連
盟
へ
強
く
そ
れ
ら

の
取
り
扱
い
を
で
き
る
よ

う
に
要
望
し
て
い
く
考
え
。

問　

本
市
に
お
い
て
、
多

く
の
作
業
員
宿
舎
が
点
在

し
て
お
り
、
大
阪
の
事
件

も
あ
り
、
公
園
ト
イ
レ
周

辺
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答　

老
朽
化
に
伴
い
大
分

暗
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
い
状
況
で
公
園

ト
イ
レ
等
の
長
寿
命
計
画

を
し
て
い
き
な
が
ら
、
計

画
的
に
改
善
策
を
図
り
、

老
朽
化
、
防
犯
対
策
を
は

か
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

東
京
電
力
の
営
業
損
害

賠
償
は

❷ 

移
転
促
進
区
域
の
跡
地

利
用
は

❸ 

小
中
学
校
で
再
編
を
視

野
に
入
れ
て
の
検
討
は

そ
の
他
の
質
問

❶ 

「
お
も
て
な
し
」
に
よ

る
観
光
交
流
人
口
拡
大

❷ 

今
年
度
の
野
馬
追
い
の

反
省
と
課
題

❸ 

南
相
馬
警
察
と
の
連
携

と
交
通
事
故
防
止
対
策

一
般
質
問

環
境
整
備
が

環
境
整
備
が

本
市
復
興
の
カ
ギ

本
市
復
興
の
カ
ギ

将
来
市
民
の
た
め
の

将
来
市
民
の
た
め
の

行
財
政
改
革
を

行
財
政
改
革
を

中川 庄一 議員

小川 尚一 議員

質問を終えて
　未来を担う子供たちのた
めに、全力で復旧・復興を
成し遂げること。

質問を終えて
　市民の生活満足度を高め、
最大市民の最大幸福を実現す
るのが市役所の仕事です。

明かりが暗い「夜の森公園」のトイレ

南相馬市
行財政改革大綱
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が
根
本
的
解
決
と
思
う
が

見
解
を
伺
う
。

答　

交
通
渋
滞
の
解
決
策

と
し
て
右
折
レ
ー
ン
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
当
該
道

路
管
理
者
で
あ
る
県
に
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
東

日
本
大
震
災
以
降
、
交
通

量
が
増
加
し
て
い
る
。
今

後
の
推
移
を
見
極
め
な
が

ら
事
業
化
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
の
県
の

回
答
を
得
て
お
り
ま
す
。

本
市
と
し
て
も
地
域
の
安

全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
、

県
に
対
し
て
現
状
や
必
要

性
を
訴
え
な
が
ら
要
望
し

て
ま
い
り
た
い
。

問　

震
災
以
降
、
復
旧
・

復
興
事
業
に
伴
う
各
種
車

両
が
、
時
間
帯
路
線
に
よ

り
激
増
し
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
事
故
防
止
運
動

の
強
化
を
図
る
べ
き
と
考

え
ま
す
。
見
解
を
伺
う
。

答　

県
道
原
町
川
俣
線
の

交
通
量
に
つ
い
て
は
、
復

興
事
業
等
の
関
係
か
ら
震

災
に
比
べ
２
倍
を
超
え
て

い
る
。
交
通
渋
滞
の
緩
和

を
図
る
た
め
、
警
察
署
、

事
業
者
、
市
の
連
携
に
よ

り
交
通
事
故
防
止
に
努
め

る
。

問　

右
折
レ
ー
ン
の
設
置

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
申
し
上
げ
ま
す

と
、
相
馬
浪
江
線
の
石
神

中
学
の
と
こ
ろ
の
交
差

点
、
石
神
第
二
小
学
校
の

交
差
点
、
両
方
と
も
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
が
交
差
点

に
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら

大
変
複
雑
な
車
の
動
き
と

な
り
ま
す
。
早
急
に
右
折

レ
ー
ン
を
設
置
す
る
こ
と

そ
の
他
の
質
問

❶ 

ロ
ボ
ッ
ト
を
積
極
的
に

地
場
産
業
に
導
入
す
べ
し

❷ 

一
般
家
庭
か
ら
の
ゴ
ミ

排
出
を
減
量
化
の
取
組

❸ 

ク
リ
ー
ン
原
町
セ
ン
タ
ー

の
改
修
は

問　
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
今
後
の
課

題
は
。

答　

四
月
の
自
己
採
点
を

基
に
各
小
中
学
校
に
共
通

す
る
課
題
を
把
握
、
分
析

し
、
学
習
指
導
改
善
を
す

る
。

質問を終えて
　住民の意見を聞き、本
年 12 月には、20㎞圏内
の解除時期の判断となる
運びです。

帰
還
さ
れ
た
方
々
の
健
康

相
談
や
悩
み
相
談
の
受
け

付
け
体
制
の
整
備
に
努
め

て
い
く
。

問　

復
興
策
に
結
び
つ
け

る
振
興
策
を
進
め
る
べ
き

で
あ
り
、
浜
地
区
に
は
、

政
府
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
等
を

踏
ま
え
て
浪
江
町
、
東
北

電
力
等
々
連
携
を
図
り
な

問　

解
除
後
に
、
帰
還
す

る
方
々
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
世
帯
や
一
人
暮
ら
し

の
方
が
多
く
い
る
事
か

ら
、
地
域
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
防

犯
体
制
を
帰
還
に
向
け
て

強
化
す
る
べ
き
だ
が
、
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

見
守
り
隊
に
よ
る
24

時
間
体
制
の
防
犯
防
火
に

努
め
て
お
り
ま
す
。
解
除

後
は
、
さ
ら
に
隊
員
を
増

員
し
、
警
察
や
消
防
と
の

連
携
を
は
じ
め
、
防
犯
カ

メ
ラ
等
の
設
置
を
図
り
充

実
に
努
め
て
い
く
。

問　

戻
っ
て
暮
ら
す
方
々

へ
防
犯
と
と
も
に
、
健
康

相
談
や
悩
み
相
談
の
部
分

も
重
要
視
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
が
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

小
高
地
区
で
の
保
健

師
の
配
置
を
検
討
し
、
加

え
て
生
活
支
援
相
談
員
等

の
方
々
と
連
携
を
図
り
、

が
ら
取
り
組
む
べ
き
だ

が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

当
該
土
地
の
利
活
用

に
つ
い
て
、
地
域
振
興
や

雇
用
創
出
策
を
視
野
に
入

れ
て
、
福
島
国
際
研
究
産

業
都
市
構
想
の
実
現
に
向

け
て
、東
北
電
力
、浪
江
町
、

さ
ら
に
、
福
島
県
と
土
地

利
活
用
に
つ
い
て
協
議
し

て
行
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

放
射
線
に
対
す
る
健
康

不
安
へ
の
取
組
は

❷ 

福
島
再
生
加
速
化
交
付

金
の
活
用
は

❸ 

避
難
指
示
解
除
時
期
の

見
通
し
は

一
般
質
問

解
除
後
の
防
犯
・

解
除
後
の
防
犯
・

見
守
り
の
強
化
策
は

見
守
り
の
強
化
策
は

交
通
事
故

交
通
事
故

防
止
対
策
の
強
化
は

防
止
対
策
の
強
化
は

竹野 光雄 議員

水井 清光 議員

質問を終えて
　交通安全対策も教育に於ける
指導者の資質の向上等について
も具体的な成果に見えない。

浪
江
・
小
高
原
子
力
発

電
所
建
設
取
り
や
め
後

の
土
地
利
用
は

人通りの少ない小高市街地

石神二小交差点付近の状況


